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献 血 の 基 礎 知 識高 校 生 の み な さ ん へ お 願 い

高校生のみなさん！献血にご協力を！

　輸血を受ける人の約85％は、50歳以上で
す。
　高齢化が進むと、輸血を受ける人の割合が
どんどん高くなります。

　今、時代は少子高齢社会。しかし、若年層の献血者が減少しています。この状
態がずっと続くと、どうなるのでしょうか？

　献血には４つの種類があ
ります。
　献血で集められた血液
は、使用目的に合った製剤
となって、患者さんのもと
に届きます。

　この採血基準に当てはま
る場合に献血ができます。
（問診などの結果では献血
できないこともあります。）

　これは、献血者や、輸血
を受ける患者さんの安全を
確保するために設定されて
います。

　そんな事態にならないように、一人でも多くの方、特に若い世代の方に、献血
に協力してもらう必要があるのです。

　今まで輸血を支えてきた30代以上の献血者
は、だんだん「輸血を受ける側」へシフト。
　一方で、10代・20代・30代の献血者は、
減少傾向にあります。

血液を必要とする患者さんに、
　　　　　　　　血液が届けられない事態に！

あなたの献血で、多くの患者さんの命が救われます。
皆さんのご協力をお願いいたします。

輸血を受ける人 献血をする人

■献血の種類

■採血基準

50歳以上
85.1％

30～49歳
10.1％

0歳～29歳
4,8％

（平成25年　東京都福祉保健局調べ）

献血者が少なくなって
しまうと、十分な血液
が集められないっち・・

外傷や外科手
術などに使わ
れます。

成分献血
血液中の血小板や血漿だけを

献血する方法です。

全血献血
血液のすべての成分を
献血する方法です。

血小板成分
献血

血漿成分
献血

血小板製剤 血漿製剤 血漿製剤血漿分画製剤
（アルブミン製剤等）

赤血球製剤 全血製剤

４００ml献血 ２００ml献血

血小板産生低
下による血小
板減少症など
の場合に使わ
れます。

有効期間
４日

有効期間
1年

有効期間
2年

有効期間
1年

有効期間
21日

有効期間
21日

やけど、重症
感染症の予防
治療のためな
どに使われま
す。

血液細胞成分
および血漿成
分を同時に必
要とする場合
に使われます。

慢性貧血、外
科手術前後の
輸血などに使
われます。

外傷や外科手
術などに使わ
れます。

けっしょう

けっしょう

血漿分画
製剤用

けっしょうぶんかく

血漿分画製剤
をつくるため
にも、血液が
多量に必要と
されています。

※主な製剤についての採血後の有効期間を示しています。

血漿分画製剤の中には、
海外に頼っているものも
あるんだっち！

16歳から献血
できるっち！

採血基準の主なもの

２００ml献血

１６歳から
１7歳から

１8歳から

50kg以上
45kg以上

40kg以上

45kg以上

40kg以上

１８歳から
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女

男

女

年

　齢

体

　重

４００ml献血 成分献血

平
成
2
3
年
度

平
成
2
4
年
度

平
成
2
5
年
度

平
成
2
2
年
度

平
成
2
1
年
度

平
成
2
0
年
度

平
成
1
9
年
度

平
成
1
8
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
5
年
度

平
成
1
4
年
度

平
成
1
3
年
度

平
成
1
2
年
度

平
成
1
1
年
度

平
成
1
0
年
度

平
成
9
年
度

平
成
8
年
度

平
成
7
年
度

平
成
6
年
度

総
献
血
者
数
（
万
人
）

年
代
別
献
血
者
数
（
万
人
）

250

200

150

100

50

0

670

650

630

610

590

570

550

530

510

490

470

450
平
成
2
6
年
度




